
び
ま
し
た
。
あ
た
ら
し
の
郷
協
議

会
、
福
祉
関
係
の
様
々
な
取
り
組

み
等
々
一
年
間
で
は
つ
か
み
き
れ

な
い
幅
の
広
さ
で
し
た
。
ま
た
、

松
本
大
学
と
の
つ
な
が
り
も
大
き

な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と
も
実
感

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
行
事
が
コ
ロ

ナ
流
行
前
の
よ
う
に
「
地
域
の
皆

様
が
気
楽
に
安
心
し
て
楽
し
め

る
」
状
況
に
な
っ
て
住
民
の
和
が

更
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
地
域
で
大
切
に
考
え
て
い

き
た
い
こ
と
と
し
て
、
新
村
公
民

館
の
増
築
計
画
、
環
状
高
家
線
道

路
の
路
線
変
更
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
の
工
事
等
が
あ
り
ま
す
。「
新

の
里
お
助
け
隊
」
の
活
動
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。地
域
の
皆
様
、

諸
団
体
の
皆
様
、
新
村
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
関
係
者
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
新
村
の
皆

様
が
よ
い
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
よ

う
、
町
会
長
会
と
し
て
も
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
よ
く
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
伽
草
子
の
中

に
「
も
の
ぐ
さ

太
郎
」
と
い
う

物
語
が
あ
る
。

主
人
公
の
太
郎

は
希
代
の
怠
け

者
と
し
て
名
を

馳
せ
て
い
た

が
、
京
の
都
へ

使
い
に
出
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
出
自
が
明
ら
か

に
な
り
、
立
身
出
世
の
道
を
歩
む

こ
と
に
な
る
と
い
う
話
で
あ
る
▼

こ
の
話
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
ひ
と
つ

に
、
人
は
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

新
た
な
才
能
が
花
開
い
た
り
、
生

活
習
慣
が
改
善
す
る
な
ど
、
様
々

な
面
で
良
い
影
響
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
良
い

影
響
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
う

が
、
現
状
に
思
い
悩
ん
で
い
る
人

は
、
思
い
切
っ
て
新
し
い
環
境
に

飛
び
込
ん
で
み
る
の
も
手
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
▼
時
代
の
流
れ
に

乗
っ
て
才
能
を
発
揮
す
る
「
飛
竜

乗
雲
」
と
い
う
熟
語
が
あ
る
が
、

辰
年
の
今
年
こ
そ
竜
が
雲
に
乗
っ

て
空
へ
舞
い
上
が
る
が
如
く
自
身

の
魅
力
や
実
力
を
引
き
出
し
て
ほ

し
い
▼
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
何
か

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
「
も
の
ぐ
さ
太
郎
」

を
読
ん
で
何
か
を
感
じ
取
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
伝
承
地
と
い
わ

れ
る
場
所
に
足
を
運
ん
で
み
て
ほ

し
い
。
何
か
新
た
な
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

今
年
度
、
町
会
連
合
会
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
南
新

東
町
会
の
大
久
保
俊
介
と
申
し

ま
す
。
昨
年
度
副
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
村
に
は

地
域
の
た
め
の
取
り
組
み
や
組

織
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
学

新
町
会
連
合
会
長

新
町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

町会連合会長
大久保 俊介

前
町
会
連
合
会
長
　栁

澤
　
鉄
男

退
任
の
あ
い
さ
つ

退
任
の
あ
い
さ
つ

　

退
任
に
あ
た
り
、
昨
年
度
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
会

長
の
皆
様
、
新
村
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
始
め
多
く
の
関
係
団
体
の

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
５
類
へ
の
移
行
を
受

け
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
す
べ

て
の
事
業
を
再
開
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
数
年
間
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
く
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た

が
、
担
当
役
員
皆
様
に
は
大
変
難

し
い
舵
取
り
を
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
さ
れ
た
住
民
皆
様
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
催
し
が
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
、
新
村
地
区
運
動

会
に
代
わ
る
『
に
い
む
ら
防
災

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
2
3
』
を

松
本
大
学
や
松
本
市
社
協
、
消
防

署
、
消
防
団
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
仰
ぎ
、
新
村
地
区
が
一
つ
に

な
っ
て
10
月
29
日
に
第
一
回
目
を

開
催
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、『
新

の
里
お
助
け
隊
』
の
発
足
に
向
け
、

先
進
事
例
地
へ
の
視
察
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
よ
る
研
修
や

検
討
委
員
会
を
何
度
も
重
ね
て
参

り
ま
し
た
。
第
２
コ
ム
ハ
ウ
ス
と

の
新
し
い
絆
も
生
ま
れ
、
11
月
14

日
に
新
規
発
足
で
き
、
早
速
支
援

を
開
始
で
き
た
こ
と
は
今
後
の
新

村
に
新
し
い
歴
史
の
一
歩
を
築
け

た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
末
永

く
継
続
で
き
ま
す
様
、
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

新
村
地
区
に
は
包
括
協
定
で
結

ば
れ
て
い
る
『
松
本
大
学
』
と
他

地
区
に
誇
れ
る
『
あ
た
ら
し
の
郷

協
議
会
』
の
心
強
い
地
域
資
源
が

あ
る
こ
と
で
、
色
々
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
貴
重
な
一
年
で
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東
　
古
條
　
治
男
（
会
計
）

上
新
西
　
関
　
弘
（
監
事
）

根
　
石
　
輿
　
正
一

安
　
塚
　
古
畑
　
敏
幸

山
　
王
　
上
條
　
哲
志

南
新
中
　
手
塚
　
正
道
（
副
会
長
）

南
新
東
　
大
久
保
　
俊
介
（
会
長
）

東
　
新
　
小
林
　
悟
（
監
事
）

北
新
中
　
小
口
　
正
美

北
新
南
　
永
田
　
明
男

北
新
西
　
長
岡
　
哲
雄（
緑
化
推
進
員
）

北
新
東
　
原
田
　
泰
明（
緑
化
推
進
員
）

下
新
南
　
大
澤
　
拓

下
新
北
　
津
田
　
武
敏
（
副
会
長
）

新村保育園の鯉のぼり

松 本 市 公 民 館 報③2024（令和６）年　5　月　30　日（木） 第444号【新村版】

新村の人口・世帯数
令和 6 年 5月１日現在
世帯数　1,336戸
　男　　1,503人
　女　　1,605人
合　計　3,108人



　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
新

村
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た

大
学
生
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
検
索
や
写
真
撮

影
な
ど
初
歩
的
な
操
作
か
ら
、
ス

マ
ホ
を
安
全
に
使
う
た
め
の
知
識

な
ど
を
大
学
生

と
一
緒
に
学
び

ま
し
た
。
参
加

者
の
ス
ピ
ー
ド

に
合
わ
せ
た
講

座
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
ス
マ

ホ
の
操
作
に
不

安
の
あ
る
方
で

も
安
心
し
て
参

加
し
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
で
世
代
を
超
え
た
交
流

ス
マ
ホ
で
世
代
を
超
え
た
交
流      

新
村
地
区

新
村
地
区  

ス
マ
ホ
講
座

ス
マ
ホ
講
座

【
運
営
委
員
】

運
営
委
員
長

大
久
保
俊
介

副
運
営
委
員
長赤

津　
澄
良

町
会
連
合
会
副
会
長

手
塚　
正
道

町
会
連
合
会
副
会
長

津
田　
武
敏

町
内
公
民
館
長

上
新
東�

伊
東　
博
文

上
新
西�

菅
野　
和
裕

根　
石�

輿　
　
賢
次

安　
塚�

古
畑　
武
臣

山　
王�

土
屋　
和
輝

南
新
中�

武
居　
一
教

南
新
東�

大
久
保
清
高

東　
新�

滝
澤　
利
昭

北
新
中�

花
村　
幸
夫

北
新
南�

槇
石　
詞
康

北
新
西�

永
田　
元
孝

北
新
東�

原
田　
晴
彰

下
新
南�

赤
津　
澄
良

下
新
北�

古
畑　
雅
章

芝
沢
小
学
校
長赤

羽　
秀
明

高
綱
中
学
校
長濵

中　
　
浩

新
村
保
育
園
長

曽
根
原
由
美
子

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

白
田　
優
子

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

良
波　
朋
子

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表　

長
岡
さ
わ
み

保
育
園
保
護
者
会
長

上
條　
寛
子

体
育
協
会
長

青
木　
秀
行

館
報
編
集
委
員
長

川
合　
文
明

図
書
委
員
長

本
多　
典
子

視
聴
覚
委
員
長花

村　
　
信

子
ど
も
会
育
成
会
長

波
多
腰　
力

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

　
白
田　
　
廣

【
館
報
編
集
委
員
会
】

上
新
西�

関　
　
久
恵

下
新
南�

武
井　
　
剛

根　
石�

輿　
　
賢
次

上
新
東�

関　
　
成
任

下
新
北�

松
森　
清
昭

松
本
大
学�

鍵
田　
　
輝

（
全
市
版
編
集
委
員
）

山　
王�

山
口　
　
茂

【
体
育
委
員
】

南
新
東�

手
塚　
修
二

下
新
南�

武
井　
　
剛

東　
新�

小
山　
千
明

南
新
東�

小
林　
和
男

【
図
書
委
員
会
】

山　
王�

土
屋
ま
ゆ
み

山　
王�

郷
津
亜
希
子

南
新
東�

波
多
腰
み
つ
子

東　
新�

田
中　
順
子

上
新
東�

北
林
喜
美
子

令
和
６
年
度

公
民
館
委
員
紹
介

【
視
聴
覚
委
員
会
】

上
新
西�

関　
　
徳
雄

安　
塚�

川
久
保
勝
義

下
新
北�

北
原　
剛
弘

上
新
東�

関　
　
成
任

東　
新�

篠
之
井
洋
彰

北
新
南�

新
村　
　
徹

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
会
】

理
事
長　

下
新
北�

山
下　
陽
一

下
新
北�

川
合　
文
明

南
新
東�

輿　
　
勝
登

山　
王�

上
條　
貴
子

根　
石�

久
保
田
和
孝

山　
王�

山
口　
　
茂

安　
塚�

野
口　
義
輝

安　
塚�

川
久
保
孝
正

上
新
東�

関　
　
成
任

下
新
北�
松
森　
清
昭

南
新
中�
上
條
小
百
合

令
和
６
年
度

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
紹
介

【
出
張
所
】

セ
ン
タ
ー
長�

忠
地　
智
司

主　
査�

金
井　
実
加

職　
員�

宗
像
佳
代
子

【
公
民
館
】

館　
長�

新
村　
芳
男

主　
査�

塩
原　
　
航

【
福
祉
ひ
ろ
ば
】

職　
員�

輿　
　
博
美

職　
員�

宮
下　
幸
江

職　
員�

花
村　
美
佳

【
地
区
担
当
保
健
師
】

技　
師�

吉
瀬
菜
摘
美

【
生
活
支
援
員
】

職　
員�

上
条　
貴
子

人
事
往
来

人
事
往
来

新公民館主事

塩原　航
こう

　

こ
の
度
、
商
工
課
か
ら
の
異
動

で
新
村
公
民
館
に
着
任
し
ま
し

た
、
塩
原
航
と
申
し
ま
す
。

　

新
村
地
区
は
住
民
の
主
体
性
が

高
く
、
市
内
で
も
有
数
の
、
地
域

活
動
が
活
発
な
地
区
だ
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
私
自
身
、
社
会
教
育

分
野
の
業
務
は
初
め
て
で
は
あ
り

ま
す
が
、
松
本
大
学
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
地
域

づ
く
り
の
入
り
口
と
な
る
公
民
館

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
館
報
編
集
委
員
と

し
て
委
託
さ
れ
ま
し
た
鍵
田
輝
で

す
。
大
学
生
の
目
線
か
ら
伝
え
ら

れ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
こ
の

新
村
地
区
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新編集委員

鍵田　輝
ひかる

▪
新
館
報
編
集
委
員
紹
介

　

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動

で
、
新
村
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
村
地
区
は
、
町
会
連
合
会
を

中
心
に
、
あ
た
ら
し
の
郷
協
議
会

に
よ
る
松
本
大
学
と
の
連
携
な
ど
、

地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
松
本
波
田
道
路
の
建
設

な
ど
に
伴
っ
て
様
々
な
課
題
も
出

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
新
村
地

区
の
皆
様
と
共
に
、
課
題
解
決
と

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新地域づくり
センター長
忠地　智司

新
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

新
セ
ン
タ
ー
長
あ
い
さ
つ

　

新
村
地
区
の
皆
様
に
は
４
年
間

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
活
動
の
停
滞
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
が
、
市
内
初
の
「
地
区

防
災
計
画
」
の
策
定
や
、「
新
の

里
お
助
け
隊
」
の
立
上
げ
等
を
進

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も

新
村
地
区
が
市
内
有
数
の
「
地
域

づ
く
り
先
進
地
」
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

前
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

高
山
　
芳
伯

　

新
村
公
民
館
で
は
、
５
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

課
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ま
に
は
様
々
な
場
面
で
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
新
村
地
区
の
益
々
の
ご

発
展
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
お
礼

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
公
民
館
主
事

太
田
　
正
太
郎

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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